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光都PV工場光都工場

株主、投資家の皆様には、益々のご清栄のこととお慶び申し上げます。
平素よりフジプレアムグループの事業につきまして格別のご理解とご支
援を賜り、厚く御礼申し上げます。ここに第４０期（令和４年３月期）第２四
半期決算報告書をお届けするにあたり、ご挨拶申し上げます。
当社を取り巻くビジネス環境は、欧米及び中国等海外の景気回復に伴
う、輸出の増加及び円安等を背景に、製造業を中心に景気持ち直しの兆し
が見え始めています。一方で、世界的な半導体不足を始めとした各種部品
不足等の影響により、自動車メーカーが減産を余儀なくなくされる等、引
き続き不透明な状況が続いております。
このような環境の中、当社グループの主力事業である精密貼合及び高機
能複合材部門におきましては、自動車業界及びエレクトロニクス業界での
ディスプレイ化、タッチパネル化ニーズを取り込み、当社の精密貼合技術を
活用した加工ビジネスを拡大してまいりました。
環境住空間及びエンジニアリング部門におきましては、太陽光発電事業
は引き続き厳しい市場環境の中で苦戦を強いられておりますがＯＥＭ生
産は順調に推移し、エンジニアリング部門では、本年４月に子会社化した
株式会社飯沼ゲージ製作所との協業により経営基盤の強化を行ってまい
ります。
今後、当社といたしましては、変革のスピードを加速させ、グローバル
リーディングカンパニーを目指してまいります。
株主の皆様には、今後とも変わらぬご支援、ご鞭撻を賜りますよう、よろ
しくお願い申し上げます。

精密貼合市場の
グローバルリーディングカンパニーを目指す。

 100年先の暮らしを照らすため、自らに与えられた使命を果たす。
「共存・共生・共産」の理念で、住みよい社会づくりを目指します。

フジプレアムグループ経営理念

ステークホルダーに対する姿勢

事業行動の指針

「人」は「財」なり、「財」は「人」作りなり
創意、継続は大いなる「財」なり
自然は大いなる「恵」なり。
全てに対して大いなる「感謝」

～ステークホルダーとの関係性を理解する～

～中期経営ビジョンの体系～

地域社会
地域社会の発展、健康、教育の改善に寄与する
活動に参画し、地元に愛される会社

お客様
共に新領域に挑む共創関係となれる会社

株主様
企業価値を持続的に向上できる会社

一人一人の尊厳と価値が認められ、
従業員が家族に対する責任を
果たすことができる会社

存 在 意 義

経 営 の 姿 勢

「誠意」と「不可能への挑戦」の精神をスローガンに
未来を切り開く事業を手がける

「共存・共生・共産」の理念で、ステークホルダーを始め、
持続可能な住みよい社会の発展に貢献する

二つとない（不二）時代に先駆けて（pre）存在し（am）
進化し続ける企業を目指す

創業の精神

経 営 理 念



「人」は「財」なり、

「財」は「人」作りなり

創意、継続は大いなる「財」なり

自然は大いなる「恵」なり。

全てに対して大いなる「感謝」

特 集 フジプレアムグループの SDGs への取り組み ～サスティナビリティ推進委員会  発足～

SDGsを会社の本質を見つめ直す機会に。
フジプレアムは創業以来、寄付活動や地域支援活動、次世代の

育成につながる活動など様々なCSRの取り組みを行ってきまし

た。また環境・社会・ガバナンスの観点でESGへの取り組みを強

化し、投資家からの評価も高めてきました。そうしたなかで、

SDGsという世界共通の持続可能な開発目標が定められ、持続

性ある事業を行っているかどうか、長期的な利益を得る努力をし

ているかどうかが企業を評価する基準として体系化されました。

私たちもSDGsへの取り組みを通じ、社会に対して何ができる

か、改めて会社の本質を見つめ直す機会となればと考えます。

経営理念に込められた、社会の持続的発展への想い。
昭和57年に創業したフジプレアムは、その経営理念において

「共存・共生・共産」の理念で持続可能な住みよい社会の発展に

貢献することを存在意義として掲げており、「人」や「自然」への

感謝の想いが創業の精神に込められています。SDGsの理念が

できる30年以上も前から社会の持続的な発展をめざし、意識し

てきたことの表れと言えます。

このたび発足した「サスティナビリティ推進委員会」は、SDGs

を一つの行動目標にし、当社グループにとって関連性の高い

SDGsが示す国際的な社会課題や地域が抱える社会課題の解決

に取り組んでいくための組織です。今後は推進委員会の活動を

通じて社会の持続的発展に貢献するために何ができるのかを考

察し、具体的な行動へと促していく予定です。

すべての国々が地球を守るために力を結集し、地球上の「誰一人取り残さない」を理念として、

2030年までの達成を目指す持続可能な開発目標「SDGs（Sustainable Development Goals）」。

世界中の企業や個人がSDGsの目標達成に向けて数々の取り組みを行うなか、

フジプレアムもまたグループ一丸となって様々な社会的課題に対する解決を図るため、

このたび「サスティナビリティ推進委員会」を発足させました。
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経営の姿勢

「共存・共生・共産」の理念で、ステークホルダーを始め、
持続可能な住みよい社会の発展に貢献する
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フジプレアムグループの SDGs への取り組み ～サスティナビリティ推進委員会  発足～特 集

「サスティナビリティ推進委員会」の発足。
松本社長：フジプレアムは長年にわたり培ってきた「独自の技術
力」と、お客様のご要望に応えてきた「モノづくりの現場力」を

もって、様々な付加価値を提供してきました。これからもグルー

プ一丸となって新しいモノづくりを支える企業であり続けなけれ

ばなりません。持続可能な社会の実現に向けた我がグループの

取り組みを牽引していくのが、この度発足した「サスティナビリ

ティ推進委員会」です。

三浦：サスティナビリティ推進委員会は、委員長の松本社長を筆
頭に、14名の委員で構成されています。役職や部署を問わず選

抜された人員や社外の監査役が集い、女性が半数以上の8名と

いうのも特徴です。

　CSRやESGとは違い、SDGsはこれから当社がさらに魅力的な

企業になるためにしなければならないことの共通のプラット

フォームです。今後、企業市民としても地域社会などいろいろな

方面で貢献していくことが求められます。

「事業活動を通じた取り組み」について。
三浦：当社のサスティナビリティに基づいた取り組みを考えると
き、大きく2つの軸が考えられます。「事業活動を通じた取り組

み」と、「企業市民としての取り組み」です。特に事業活動に関し

ては日頃の業務と関連させやすいため、すでに各々が感じてい

ることがあると思います。

松岡：私は副委員長に選任されました。営業として普段から
SDGsやサスティナビリティに関連した話題に触れる機会が多い

と感じています。「ものづくりをする中で不良が出たので材料の

選定から見直したい」、「リサイクルしやすいテープが開発され

た」など、外部からの情報を取り入れ、社内に発信して意識づけ

できればと考えています。

松本社長：最前線でお客様と接している部署ですので、外部か
らの情報をうまく取り入れることを期待しています。

平：私は研究開発室のメンバーとして「つくる責任・つかう責任」
は事業活動に直結した課題だと思います。材料一つとっても技

術革新にともなって考えていかなければなりません。加工がメイ

ンではありますが幅広い分野にアンテナを張ることが大切だと

考えています。

吉野：サスティナビリティ推進委員会のメンバーを見て感じたの
は、女性が多いということです。意見を言いやすい機会と環境が

用意されたと感じています。SDGsが一般的になってきた今、特

に学生は授業の一環としてSDGsを学んでおり、もしかすると私

たち以上に高い意識を持ってSDGsと向き合っているのではと

考えます。そうした若い世代がこれから社会に進出してくるた

め、社員一人ひとりがSDGsを含め会社としてのサスティナビリ

ティに対する考えを共有し、具体的な行動に移していくことが必

要ではないでしょうか。

松本社長：今まで当社では、地域の清掃活動や子どもたちのス
ポーツ大会・行事への協賛、海外実習生の受け入れなど幅広い

社会貢献をしてきましたが、現在はそれぞれが個別で点在してい

るような感じです。この機会にそれらをまとめ、フジプレアムとし

て何をしていくのかを提示することは、ステークホルダーから求

められ続ける企業となるために必要なことと感じています。

三浦：例えば女性社員の比率を何％に増やすといったように、形
式的に取り組むのは簡単ですが、松本社長からはゆっくりと実の

あるものにしようと言われています。まずはフジプレアムの活動

とSDGsの紐付けをしっかりと行い、委員会メンバー自身も学び

ながらブレーンストーミングを行なっていこうと考えています。

直近の目標としては、当社グループの経営上のマテリアリティ

（重要課題）を検討し、優先的に取り組むべきSDGsの特定を進

めていきます。

フジプレアム
「サスティナビリティ推進委員会」クロストーク

10月より発足した「サスティナビリティ推進委員会」。今回は委員長の松本社長

をはじめ、副委員長の執行役員管理本部副本部長兼管理部長兼IR・広報部長の

三浦と執行役員第1営業部部長の松岡、委員会メンバーとなる管理課の吉野、研

究開発室の平の5名が集まり、サスティナビリティへの各々の想いを語ります。

［サスティナビリティ推進委員会］

委 員 長：松本（代表取締役社長）

副委員長：三浦（執行役員管理本部副本部長
兼管理部長兼IR・広報部長）

松岡（執行役員第1営業部部長）
全14名（男６名：女８名）
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グループ企業である飯沼ゲージ製作所は
「長野県SDGs推進企業」に登録。
グループ企業である飯沼ゲージ製作所は
「長野県SDGs推進企業」に登録。



「企業市民としての取り組み」について。
松本社長：もう一つの視点である「企業市民としての取り組み」
ですが、これまで行なってきたCSRに近い活動かもしれません。

三浦：地域貢献、災害時のボランティアなどに取り組んできまし
たが、地域とのつながりについて視点を変えて考えていきたいと

思います。世代や性別を越えていろいろな視点での声を集め、こ

の会社が地域の誇りとして認識されるような方向性を定めてい

きたいです。

松岡：営業の視点からすると、お客様に対して当社を選んでいた
だくための取り組みが新たな市場を開拓し、雇用を創出すること

にもつながっていくと思います。目先にとらわれ過ぎず、長期的

に先を見据えて行動したいです。

吉野：私が中学生の頃は企業で働く機会があり、貴重な経験を
させていただいたのを覚えています。フジプレアムも「教育につ

ながる場」の提供を考えていければと思います。個人としては、

ボランティア活動をするためのボランティア休暇のような制度が

あるといいですね。

平：世の中にSDGsが広まっていることは実感していましたが、

これまで会社が行なってきた活動とのつながりはあまり気づけ

ないでいました。まずは知ることが大事ですし、皆が関わってい

けるような取り組みを見つけ出したいです。

三浦：サスティナビリティの実現をめざした取り組みを強化して
いく上で、大切なのは押し付けることなく皆で考え、実践してい

くこと。サスティナビリティ推進委員会の発足は、今後の取り組

みを通じてサスティナビリティの実現を見据えた経営をするとい

う意思表示でもあります。

第39回定時株主総会を開催

第39回定時株主総会を下記の通り開催いたしました。
【日時】令和3年6月29日（火）　10：00～
【会場】フジプレアム  本社ビル4階  大会議室

たつの市企業版ふるさと納税 企業版ふるさと納税は地方創生応援税制を活用した法人向け
の寄附制度です。昨年行ったフジプレアムの寄附が子育て支援
として様々な形で活用されています。

ELS事業部・本部制の発足による新経営体制、㈱飯沼ゲー
ジ製作所の子会社化など、新しいフジプレアムを示すため
会社案内のリニューアルを行いました。

会社案内リニューアル

8August 9September7 July2021 6 June

環境に優しい資材・植物油
インキを使用しています。

フジプレアムグループの SDGs への取り組み
～サスティナビリティ推進委員会  発足～特 集

フジプレアムグループの持続的な成長を見据えて。
松本社長：サスティナビリティ推進委員会での取り組みの中で、
何をいつまでに行うかといった具体的な重点項目や行動目標は

これから定めていきます。SDGsにならい、一旦は期限を決めて

行動に移していきますが、こうした活動は企業が存続していく限

りは終わりのない話です。

　また、フジプレアムの将来のさらなる成長を考えると、事業が

変わっていく可能性は大いにあります。今から先のことを考える

ことは大切ですが、常に「今、企業として社会のために何ができる

か」に焦点を当てて実行していかなければなりません。企業とし

て社会に目を向けることはもちろん、地域やステークホルダー、

さらには社員などもっと身近な存在に目を向けた取り組みも進

めていきたいと考えています。

　冒頭でも申し上げた通りフジプレアムには、SDGsの理念が

DNAとして根付いています。新しい活動は継続性が大切である

ため、じっくりと進めながらサスティナビリティ社会実現への貢

献に努めてまいります。

事業活動を通じた取り組み 企業市民としての取り組み

フジプレアムの取り組みとSDGsの結びつき
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国内外におけるディスプレイ・タッチパネル市場は、拡大基調
となっております。車載用途市場は、完成車メーカーの減産が予
定されていることから、自動車市況は一時的な下振れが想定さ
れますが、第２四半期までは当社の受注は順調に推移しており
ます。従来のカーナビゲーションシステムが自動車機能と一体
化が進むことで、センターインフォメーションディスプレイとな
り、メータークラスターパネルもディスプレイ化が急速に進む等、
多様なディスプレイが増加してきております。このような市場の
変化の中、精密貼合技術により一層磨きを掛け、難易度の高い
技術を求められる用途製品の受注・開発に取組んでおります。
この結果、売上高7,904百万円（前年同四半期比99.5％増）、
営業利益202百万円（同123.1％増）となりました。

太陽電池の国内市場は、国内制度の変更あるいは海外メー
カーの台頭により、国内メーカーにとっては厳しい状況が続い
ております。そのため当社グループも、コスト削減を進めながら、
ＯＥＭ供給を主軸とし、その中でも製品開発・用途開拓等の開
発要素が大きいものに注力してまいりました。また、太陽電池だ
けに留まらず、環境に配慮した住空間・生活空間あるいは製造
環境の構築に貢献するために、飯沼ゲージ製作所のリソースも
活用しながら、メカトロニクス技術を活用した省人化あるいは
省エネルギー化ビジネスにも注力しております。
この結果、売上高1,594百万円（前年同四半期比57.3％増）、
営業利益20百万円（同63.1％減）となりました。

親会社株主に帰属する四半期純利益1億2,700万円確保
当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、製造業を中心に景気持ち直し
の兆しが見え始めています。一方で、世界的な半導体不足を始めとした各種部品不足
等の影響により、自動車メーカーが減産を余儀なくされる等、引き続き不透明な状況
が続いております。
このような環境の中、当社グループの主力事業である精密貼合及び高機能複合材
部門におきましては、自動車業界及びエレクトロニクス業界でのディスプレイ化、
タッチパネル化ニーズを取り込み、当社の精密貼合技術を活用した加工ビジネスを
拡大してまいりました。一方、環境住空間及びエンジニアリング部門におきましては、
太陽光発電事業ＯＥＭ生産は順調に推移し、第１四半期に子会社化した株式会社飯
沼ゲージ製作所との協業により経営基盤の強化を行っております。
この結果、当第２四半期連結累計期間における当社グループの連結業績は、売上高

9,499百万円（前年同四半期比90.9％増）、営業利益225百万円（同52.8％増）、経常
利益232百万円（同61.1％増）を計上し、親会社株主に帰属する四半期純利益は127
百万円（同34.0％増）となりました。

環境住空間及び
エンジニアリング部門

精密貼合及び
高機能複合材部門

83.2%

94億9,900万円

16.8%

当第2四半期
売上高合計

精密貼合及び高機能複合材部門 環境住空間及びエンジニアリング部門

第40期 第2四半期売上高

79億 400万円
第40期 第2四半期売上高

15億9,400万円

売上高
第2四半期累計 通期

（単位：百万円）

経常利益
第2四半期累計 通期

親会社株主に帰属する純利益
第2四半期累計 通期

（単位：百万円）（単位：百万円）

総資産

（単位：百万円）

純資産・自己資本比率
純資産 自己資本比率

一株当たり純資産

（単位：円）（単位：百万円）

（単位：%）
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※記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。

96,086

8,110

8,110

104,196

317,325

△343,090

△402,204

△6,855

△434,825

3,495,840

3,061,014

（単位：千円）第２四半期 連結包括利益計算書

科　目

四半期純利益

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金

127,552

21,926

21,926

149,478

（単位：千円）連結キャッシュ・フロー計算書

科　目

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に係る
換算差額

現金及び現金同等物の
増減額（△は減少）

現金及び現金同等物の
期首残高

現金及び現金同等物の
四半期末残高

338,444

178,304

△122,141

583

395,190

3,063,163

3,458,353

（単位：千円） （単位：千円）第２四半期 連結貸借対照表

科　目

負
債
の
部

純
資
産
の
部

科　目
当第2四半期
連結会計期間末
（令和3年9月30日）

前連結会計
年度末

（令和3年3月31日）

当第2四半期
連結会計期間末
（令和3年9月30日）

前連結会計
年度末

（令和3年3月31日）

資
産
の
部

四半期包括利益

前第2四半期
連結累計期間

（単位：千円）第２四半期 連結損益計算書

科　目
当第2四半期
連結累計期間
令和3年4月1日から
令和3年9月30日まで

前第2四半期
連結累計期間
令和2年4月1日から
令和2年9月30日まで

令和2年4月1日から
令和2年9月30日まで

当第2四半期
連結累計期間
令和3年4月1日から
令和3年9月30日まで

当第2四半期
連結累計期間

前第2四半期
連結累計期間

令和3年4月1日から
令和3年9月30日まで

令和2年4月1日から
令和2年9月30日まで

売上高

売上原価

売上総利益

販売費及び一般管理費

営業利益

営業外収益

営業外費用

経常利益

特別利益

税金等調整前四半期純利益

法人税、住民税及び事業税

法人税等調整額

四半期純利益

非支配株主に帰属する四半期純利益又は
非支配株主に帰属する四半期純損失（△）

親会社株主に帰属する
四半期純利益

4,976,593

4,419,820

556,773

409,434

147,338

8,208

11,252

144,295

181

144,477

43,448

4,942

96,086

693

95,392

6,642,396

3,113,708

2,479,885

ー

11,376

727,413

286,198

23,814

ー

8,038,863

7,276,993

3,302

758,567

14,681,260

流動資産

現金及び預金

受取手形及び売掛金

受取手形、売掛金及び契約資産

商品及び製品

仕掛品

原材料及び貯蔵品

その他

貸倒引当金

固定資産

有形固定資産

無形固定資産

投資その他の資産

資産合計

8,473,949

3,746,566

－

3,456,847

12,023

1,116,097

459,589

142,866

△460,042

9,286,471

8,087,420

15,934

1,183,116

17,760,420

流動負債

支払手形及び買掛金 

短期借入金 

１年内償還予定の社債

１年内返済予定の長期借入金

未払法人税等 

賞与引当金 

製品保証引当金

その他 

固定負債

社債

長期借入金 

退職給付に係る負債 

その他 

負債合計 

株主資本

資本金 

資本剰余金 

利益剰余金 

自己株式

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 

純資産合計 

負債純資産合計 

4,812,053

1,456,336

2,130,000

ー

960,044

103,479

12,864

ー

149,329

1,146,172

ー

1,111,492

ー

34,680

5,958,226

8,583,587

2,000,007

2,440,803

5,006,688

△863,912

16,304

123,141

8,723,034

14,681,260

6,660,091

1,604,360

3,170,000

28,000

1,133,766

115,068

28,980

51,734

528,182

2,399,283

102,000

2,107,058

41,112

149,113

9,059,375

8,539,958

2,000,007

2,440,803

4,963,077

△863,930

38,231

122,855

8,701,045

17,760,420

9,499,053

8,700,400

798,652

573,573

225,078

15,801

8,461

232,418

ー

232,418

100,457

4,408

127,552

△286

127,838



会社概要

商 号

本 社 所 在 地

設 立

代 表 者

資 本 金

事 業 内 容

従 業 員 数

営業所及び工場

連 結 対 象
となる子会社

主要取引銀行

フジプレアム株式会社
Fujipream Corporation（英）

兵庫県姫路市飾西38番地1

昭和57年4月14日

代表取締役社長 松本倫長

2,000百万円

精密貼合及び高機能複合材関連事業
環境ビジネス関連事業　他

287名（連結、臨時雇用を除く）

本社
姫路工場
播磨テクノポリス光都工場／研究所／PV工場
東京営業本部

フジプレ販売株式会社（設立 :平成13年4月）
株式会社飯沼ゲージ製作所（設立 :昭和37年6月）

三菱UFJ銀行／みずほ銀行／山陰合同銀行

会社が発行する株式の総数 . . . . . . . . . . . . . . . .

発行済株式の総数 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

株主数 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

105,000,000株
29,786,400株

6,355名

株式の分布状況

取締役及び監査役

代表取締役社長
代表取締役専務
取締役
取締役
常勤監査役
監査役
監査役

松本  倫長
名村  信彦
木村  裕史（社外）
森 田  晃史
上田  豊
中川  康徳（社外）
田 島  宏一（社外）

（令和3年9月30日現在） （令和3年9月30日現在）

大株主の状況 （令和3年9月30日現在）

株式分布状況 （令和3年9月30日現在）

（令和3年9月30日現在）

ペロブスカイト
太陽電池
た い よ う で ん ち

現在主流となっているシリコン系太陽電池に比べて、

「軽い」「薄い」「柔らかい」ことが特徴の次世代型太陽電池のこと。

キーワード
解説

先端産業を支える
フジプレアムの独自技術を
キーワードで解説するシリーズ

vol.4

keyword

フォローウインド株式会社 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

松本  倫長 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

松本  庄藏 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

東レ株式会社 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

日亜化学工業株式会社 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

フジプレアム株式会社 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

リンテック株式会社 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

ジェイアンドエム株式会社 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

AGC株式会社 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

藤田  和也 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

12,092,700株
2,441,400株
1,854,000株
1,560,000株
1,425,000株
1,211,561株

936,000株
475,500株
320,800株
258,000株

個人株主 6,255名
（10,787,659株）

（29,786,400株）
合計 6,355名

金融商品取引業者 23名
（439,064株）

金融機関 1名 （117,300株）

外資系 38名 （194,816株）法人 37名 
（17,036,000株）

自己株式 1名 
（1,211,561株）

ペロブスカイト太陽電池は、

「室内光でも発電できる」

「従来のシリコン型の半分のコストで製造できる」

「折り曲げられ、建物の壁面などにも設置できる」

などの特長から街中を再生可能エネルギーの発

電所に変えられる切り札として期待が寄せられて

います。

今年9月、ポーランドのスタートアップ企業が建物

の外壁などに設置する電池として出荷を開始、

今後、イギリスや中国でも量産が始まる予定です。

フジプレアムでは京都大学が主導するペロブスカ

イト太陽電池の開発プログラムに参画して、研究を

続けています。




